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う
ら
う
ら
と
照
れ
る
光
に
け
ふ
り

あ
ひ
て
咲
き
し
つ
も
れ
る
山
さ
く
ら
花

欠
　
　
k
噸

場
一
　
　
　
　
ア

ハ
ウ
ス
の
中
は

　
　
い
つ
も
春
欄
湿

　
炸
深
の
川
越
ヤ
ス
ヨ
さ
ん
方
の
ス
イ
ト

ピ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
八
ラ
．
シ
ー
ズ
、
、
ノ
最
後
の

収
穫
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
夏
田
ん
ぽ
を
利
用
し
て
作
っ
た

十
一
a
（
反
一
畝
）
の
ピ
　
T
ル
ハ
つ
ス

の
‡
は
、
淡
い
ビ
＼
、
ノ
ク
や
黄
、
紫
な
ど
の

色
を
付
け
た
五
蓮
項
の
ス
イ
k
．
ビ
ー
ガ
、

こ
の
春
に
ぴ
っ
た
り
の
可
愛
く
て
や
さ
レ

い
香
り
を
漂
わ
ぜ
て
く
η
て
い
ま
す
、

　
収
穫
期
の
十
　
月
か
ら
匹
月
に
か
け
て

室
内
は
常
に
十
五
～
一
十
℃
の
肝
油
こ
戻

た
η
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
」
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　　　　　　　鞘8ご’り②■

近代的な木材加工流通システム体制

耳川林業事業協同組合

　　　農林水産大臣賞を受賞〃

　
こ
の
た
び
（
財
）
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
第
五

回
国
産
材
流
通
シ
ス
テ
ム
優
良
事
例
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
耳
川
林
業
事
業

協
同
組
合
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
林
野
庁
が

す
す
め
て
い
る
「
国
産
材
流
通
体
制

整
備
総
合
対
策
事
業
」
の
一
環
と
し

て
、
国
産
材
流
通
の
改
善
合
理
化
に

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
を

評
価
・
推
奨
し
、
国
産
材
の
全
国
的

な
流
通
体
制
整
備
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
目
的
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
北
海
道

か
ら
九
州
ま
で
の
各
都
道
府
県
か
ら

こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
三
十
事
例
の

推
薦
が
あ
り
、
予
備
審
査
、
現
地
調

査
を
含
め
た
審
査
の
結
果
、
耳
川
林

業
事
業
協
同
組
合
の
「
ス
ギ
一
般
材

の
均
質
・
大
ロ
ッ
ト
供
給
体
制
の
確

立
を
目
指
し
て
」
が
国
産
材
時
代
に

向
け
た
先
進
的
事
例
と
し
て
最
も
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●戦後の造林によって培われた豊富な森林資源を背景に、林業振興と地域経

　済を目指して「耳川林業振興協議会」を結成（昭和51年）し、長期に亙る

　検討結果に基づき、耳川流域の川上、川下が一体となった活動により、近

　代的な木材の加工流通システムを構築している。

②スギー般材について大ロット供給と品質管理体制の整備により、産地間競

　争でも優位となり首都圏等への出荷が増大している。

③大型加工工場の整備により、地域外へ流出する原木の歯止めと原木価格の

　低落を防ぎ、地域林業者の経営安定に寄与している。

④今後のスギー般材の供給に対応する高次加工施設の整備など地域の振興協

　議会との連携により明確な整備指針の下に活動を展開している。

昭和60年にスタート

高
付
加
価
値
へ
の
道

第5回国産材流通システム優良事例コンクール

　　　　　推　奨　事　項

地
元
で
製
材
加
工

製
品
と
し
て
地
域
外
に

　
耳
川
流
域
の
森
林
面
積
は
一
四
万

国
、
七
六
三
㎞
、
そ
の
九
割
を
占
め
る

民
有
林
の
人
工
林
率
は
六
一
％
で
、

そ
の
内
六
七
％
は
ス
ギ
で
あ
り
、
日

本
有
数
の
ス
ギ
林
地
域
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ス
ギ
林
は
昭
和
三
十

年
代
前
半
か
ら
の
拡
大
造
林
に
よ
る

も
の
で
そ
れ
以
前
は
他
の
県
門
地
域

と
同
様
広
葉
樹
林
を
主
体
と
し
た
乾

椎
茸
や
白
炭
の
生
産
地
で
し
た
。

　
昭
和
五
十
年
代
頃
か
ら
、
耳
川
流

域
の
林
業
振
興
の
鍵
を
握
る
地
域
内

五
万
三
千
㎞
に
及
ぶ
ス
ギ
林
に
つ
い

て
の
論
議
が
、
地
域
内
八
つ
の
市
町

村
（
日
向
市
・
門
川
町
・
東
郷
町
・

南
郷
村
・
西
郷
村
・
北
郷
村
・
諸
塚

村
・
椎
葉
村
）
と
森
林
組
合
等
の
間

で
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ス
ギ
を
丸
太
で
取
り

扱
う
の
で
は
な
く
、
地
元
で
製
材
加

工
し
、
製
品
と
し
て
地
域
外
に
移
出

す
る
高
付
加
価
値
化
へ
の
道
が
選
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
耳
川
地
域
全
体
の
合
意

と
期
待
を
担
っ
て
、
新
た
な
国
産
材

供
給
基
地
づ
く
り
を
め
ざ
す
具
体
化

■
　
●
　
●

策
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
に

耳
目
林
業
事
業
協
同
組
合
が
誕
生
し

　
　
　
　
　
　
　
な
　

ま
し
た
。
参
加
者
は
川
上
側
の
八
森

　
　
　
　
ぬ
　

林
組
合
と
川
下
側
有
力
製
材
業
者
で

組
織
し
た
耳
川
林
材
振
興
事
業
協
同

組
合
の
九
団
体
で
す
。

鮒［

[
囮
生
産
者
側
の
こ
と
で
、
出

　
　
荷
ま
で
の
行
程
に
携
わ
る
者
を
い

　
　
う
。

一
回
圃
消
費
者
側
の
こ
と
で
、
主

　
　
に
製
材
・
加
工
業
者
を
い
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係㊥2111（14＞まで〉
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耳
川
林
業
事
業
協
同
組
合
が
取
り
組
む

　
　
　
“
ス
ギ
一
般
材
の
均
質

　
　
　
　
　
　
　
大
ロ
ッ
ト
供
給
体
制
”
と
は
…

　
当
組
合
が
創
業
を
開
始
す
る
以
前

は
木
材
に
量
的
な
ま
と
ま
り
が
な
く

耳
川
流
域
に
お
い
て
も
小
口
の
供
給

で
し
た
。
そ
の
為
い
く
ら
良
質
の
原

木
で
あ
っ
て
も
加
工
す
る
と
品
質
に

ば
ら
つ
き
が
目
立
ち
付
加
価
値
も
低

迷
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
解
消
す

る
の
に
執
ら
れ
た
の
が
大
ロ
ッ
ト
供

給
体
制
で
し
た
。

　
ロ
ッ
ト
と
は
生
産
品
の
一
つ
の
仕

切
量
の
こ
と
で
、
こ
の
ロ
ッ
ト
が
大

き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
品
質
も
高

め
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
ユ
ー
ザ
ー
（
利

用
者
）
の
ニ
ー
ズ
（
必
要
性
）
に
も

あ
っ
た
供
給
体
制
と
し
て
確
立
さ
れ

て
く
る
わ
け
で
す
．
、

　
こ
れ
ま
で
工
務
店
等
が
市
場
買
い

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
流
通
経

　
　
　
　
　
な
ヨ

路
が
変
わ
り
、
プ
レ
カ
ッ
ト
化
も
普

及
し
は
じ
め
た
こ
と
で
直
接
当
組
合

か
ら
搬
入
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
消

費
量
も
大
口
・
王
体
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
大
量
消
費
の
た
め
の

大
量
供
給
で
す
。

　
そ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
販
路
の
変
化
に
合
わ
せ
た
形
で

供
給
体
制
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

▲耳川スギは赤心が多く、そりが

　出ないといった特長を持ってい

　る。

　
並
材
（
三
十
五
年
～
四
十
年
ス
ギ
）

だ
か
ら
加
工
コ
ス
ト
を
下
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
形
か
ら

脱
皮
し
て
大
量
生
産
を
す
る
こ
と
に

よ
り
加
工
コ
ス
ト
の
低
減
を
は
か
り

取
引
先
の
拡
大
を
め
ざ
す
こ
と
が
必

要
と
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
大
型
加
工
工
場
の
導
入
を
図
り
、

そ
し
て
川
上
川
下
が
一
体
と
な
り
耳

川
ス
ギ
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
し
、

産
地
形
成
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
流
通
の
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
る
今
日
、
ロ
ッ
ト
化
す
る
こ

と
に
よ
り
均
一
的
な
良
い
製
品
が
揃

い
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
も
応
え
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

梁
な
ど
の
加
工
を
大
工
が
手
作
業

で
行
な
っ
て
い
る
の
を
、
工
場
で

高
性
能
な
機
械
を
使
っ
て
加
工
す

る
こ
と
を
い
う
。

一
塁
凶
木
造
住
宅
で
、
柱
や

　
　
耳
川
流
域
の
『
林
業
基
地
』

　
　
　
　
　
　
今
後
の
動
向
は
…
…

　
宮
崎
県
の
ス
ギ
材
生
産
量
は
平
成

五
年
、
秋
田
県
を
抜
い
て
今
や
全
国

第
一
位
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
「
宮
崎
ス
ギ
」
の

ブ
ラ
ン
ド
は
全
国
銘
柄
と
い
っ
て
も

い
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
県
内
の
素
材
生

産
量
の
二
六
％
を
占
め
、
し
か
も
民

有
林
の
蓄
積
量
が
県
下
五
流
域
の
中

で
最
も
多
い
と
い
わ
れ
る
直
川
流
域

の
森
林
は
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
、
発
展
し
て
い
く
の
か
…
？

一応林業事業協同組合製材工場の生産実績

コ
m
O
　
5
　
0
　
5
　
0
　
5
千
3
　
2
　
2
　
1
　
1

旺F轟難

0

S．63　　H．1　　2　　　3　　　4　　　5年度

と
し
て

そ
の
鍵
を
握
る
耳
川
林
業
事
業
協
同

組
合
の
事
業
動
向
が
今
後
更
に
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

年
間
販
売
額

　
1
0
億
円
を
め
ざ
し
て
…

　
昭
和
六
二
年
に
操
業
開
始
以
降
製

品
販
売
量
は
右
表
に
み
る
よ
う
に
年

々
の
び
て
い
ま
す
。

　
現
在
原
木
消
費
量
は
年
間
三
万
耐

（一

咩
魔
闍
繻
ﾜ
～
一
〇
〇
㎡
）
に

達
し
、
そ
の
販
売
額
は
年
間
八
億
円

＜
中
目
材
加
工
施
設
の
上
棟
式
で
の

　
も
ち
ま
き
風
景
（
2
月
2
2
日
）

町
礪

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
消
費
量
と

販
売
額
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
た
め

に
同
組
合
で
は
平
成
六
年
度
か
ら
新

た
に
中
目
材
加
工
施
設
整
備
に
着
手

し
、
こ
れ
が
完
成
す
る
と
（
今
年
九

月
予
定
）
、
今
後
消
費
量
は
年
間
四
万

㎡
、
販
売
額
は
年
間
十
億
円
そ
れ
ぞ

れ
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
外
に
も
ま
だ
具
体
化
は
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
プ
レ
カ
ッ
ト
化
や
部

材
規
格
化
の
普
及
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
施
設
の
増
設
や
改
善
な
ど
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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新しい生活がスタートした人“頑張ってね〃”

　今春．」‡高疫大学を卒芙」た皆さん．本当こおめでとう

ござジます。

　フイ1ンランくの生徒たちが義移教育を鰺えるのは！6歳て

すが．アイ、レラントまアメラカや手掴と違ってL‡高岡の

卒業式はほとんどあ［りません。学生たちの切めての巫芙式

の経験1は大学を年三する時てす。私は残念ながら卒業式の

前に来日したので参工できませんでした。

　玉年私は美々津中学優の卒美式に±常しました。その詩

卒業式についていろいろ感動したことがありました。卒転

生の代表が皆の前で先生方や先輩ヘメッセージを読みまし

たが、その〔Pには両親への感謝の気持ちも述べられで．、ま

した。卒業式の意味はひとつの生活が終わって、また新し

い生活が始まるということだと思います。卒業生はもちろ

ん新しい高望生活を楽しみこしで．、るけれども主学時代の

友達やクラスメ　トにさよならを言わなサればならないと

．、うことま豆」こことだと「長ます。生徒i芝ちづボコ六

コこ『すテを舅て可表ξゼご…云、ます。

　卒美章のことばかりでなく．ジろい．うな互てアイルラン

kと己△の学夜教育制度が違って：．、ます。唄えば部活動こ

ついてま試合や発表会を晃ただけで．まアイ，レランくとヨ本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残

測鷺慧嘉餐搾享聖等
ヨ同じ部働こ略しますが・アイ1レランくでは1まとんど老

のクラブが月に数至」か三三しまぜん。またもう　つびっ　夢

くつしたことは．ヨ応でま後輩が道具を運び，準噛するこ　藝

荘漏銃ぎ毒婁2クラブのことこ貫れ書

・ミ訟社帳弓・など三冠多・・：寺瑛です．考」注ゴ

をスタートさせる人は護≡長ってください。

獅一血痂副献穐・愈愈山主・轡噸忌物麟劔諸

轟㌧も，6ゆ」蟹‘”轟一し』一≧しし一当b亀，‘一亀蟹‘出亀，64紬も
ヘ　　コぞヤ　しぞし　ドぞも　　ぞし　ドヘ　　ロぞし　しぞし　マぜしぐンづしココぞしコ　づし

婁小学生の『英会話教室』

婁　　　受講生を募集していますノ

霊小学生を対象こした英会翻室を5月から回り

鼻　　3月平日に町中央公民館で実施します。
矛…2・3年…卜午後4時10分～5時。0分（震5名）

㌶◆4・5・6年生一午後79寺30分～8持20分（定目5名）

甚参加したい懸はお父さんやお田さんを通じて

＊　町教育委員会までご連絡ください。

㌶　＊募集締切は4月20日㈲です。
今
．＊脅＊吻＊歯＊面＊吻＊吻＊吻甥ご吻敦．マ＊三二圏．＊一」’

移ド　　でが晩　校旧来と校を校国　もるたててる羊スんにの私ホ

糀重驚窪卸量藍笹熊験垂三諦弊誌艇
＋
九
日
（
晴
）

、
九
日
間
の
ア
イ
ル
ラ
ン

程
を
終
え
、
イ
ギ
リ
ス
へ

で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▲駿台アイルランド国際学校訪問

　　（理事長こ夫妻と記念写真）

　　　　罪
へも　め　ロきロも　ら　　で

　　コぜし　　　

　　　＊≠

　　　鴫

　　　＊曇

　　　＊蚤

　　　糞1

　　　＊オ

　　　　ノ

「
ア
イ
ル

【
旅
、
行
記
】
8
一

月
二
十
．
八
日
（
晴
）

四
達
は
、
各
家
庭
で
二
度
目
の

ム
ス
テ
ィ
を
経
験
し
て
い
る
．
、

ち
引
率
者
は
、
エ
デ
ル
の
友
人

父
さ
ん
の
ボ
ビ
ー
さ
ん
と
近
く

る
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
を
楽
し

。
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
山
岳
コ
ー

、
グ
リ
ー
ン
、
ラ
フ
を
問
わ
ず

草
を
食
ん
で
い
る
。
聞
い
て
み

、
こ
こ
は
元
々
羊
が
放
牧
さ
れ

た
所
で
、
羊
の
先
住
権
を
認
め

存
し
て
造
ら
れ
て
い
る
為
、
い

所
に
羊
が
居
る
と
の
こ
と
で
あ

よ
く
も
ボ
ー
ル
が
当
た
ら
な
い

だ
と
感
心
し
た
。

後
は
、
駿
台
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

学
校
を
訪
問
し
た
。
こ
の
学

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
か
ら
招
致

頼
さ
れ
て
設
立
し
て
い
る
学

あ
る
．
、
普
通
の
日
本
人
学
校

い
、
日
本
か
ら
生
徒
た
ち
が

勉
強
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま
理

ご
夫
妻
が
、
来
て
お
ら
れ
て
学

説
明
・
見
学
を
さ
せ
て
戴
い
た
。

は
、
理
事
長
及
び
先
生
方
と
の

会
が
行
わ
れ
、
招
待
を
受
け
た

し
い
と
同
時
に
肩
の
こ
る
一
時

ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

教
ム
・
委
員
会
海
野
誓
生

　
　
を
し
て
い
る
生
徒
達
を
、
各
家
庭
に

　
　
迎
え
に
行
っ
た
。
二
度
目
の
ホ
ー
ム

　
　
ス
テ
イ
は
、
余
裕
も
見
ら
れ
、
家
族

　
　
と
の
交
流
は
、
よ
り
深
い
も
の
と
な

　
　
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
皆
が
揃
い
、
バ
ス
は
】
路
空
港
へ

　
　
向
か
っ
た
が
、
途
中
道
路
が
混
ん
で

　
　
い
て
時
刻
ギ
リ
ギ
リ
に
到
着
。

　
　
　
ロ
ン
ド
ン
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

　
　
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
暑
い
夏
の
日
差

　
　
し
が
照
り
つ
け
て
い
る
．
．
現
地
観
光

　
　
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
車
窓
か
ら
の
説
明

　
を
受
け
、
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
．
、
ホ

　
　
テ
ル
の
部
屋
は
、
蒸
し
暑
く
、
寝
苦

　
し
い
】
夜
で
あ
っ
た
。

　
　
明
日
は
、
い
よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
市

　
内
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
の
見
学
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

　　
@塾、

A
二
糊
囎

‘
峰
．
臨
愚
一
、
灘

　
　
　
’
「
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
一
．
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　　　　　　ロ轍どうζ’り明

．喜びの声
坪
谷
区
長

稲
田
真
人
さ
ん

　地元では20年以上も前から切望

してきた橋が架かり、今感無量の
思いです。

　同じ地区に居ながら一対岸＿一川

向う」といった関係になりがちだ

った地域聞でこれからは容易に行
き来ができるようになり、今後は

ますます坪谷地区が活性化し発展

していくことだろうと思います。

坪
谷
小
学
校

　
P
T
A
会
長

寺
原
　
勝
さ
ん

伽｛
、
譲
霊
鳳

農免農道岩神地区事業概要 　
坪
谷
の
岩
神
地
区
と
国
道
四
四
六
号
を
結
ぶ
県
営
農
免

農
道
が
完
成
し
三
月
八
日
に
開
通
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
東
臼
杵
農
林
振
興
局
の
事
業
関
係
者
を
は
じ
め

地
元
の
関
係
者
や
地
元
県
議
、
町
長
、
町
議
会
議
員
ら
七

十
名
が
出
席
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

1
一

轟
コ

敦
水
餐

岩
神
地
区

農
免
農
道
406

　仲崎地区から小学校に通う子供

たちは、これまで多武ノ木地区の

方に回って登下校していましたが

これからは距離の短い、しかも安

全なこの道路を通学路として利用

できるようになり親も子もたいへ
んよろこんでいます．

　仕事（農業）もほとんど対岸で
作業をしている関係で個人的にも
大変助かります。

　
老
人
食
や
親
子
実
習
、
糖
尿
病
、

局
脂
血
症
、
貧
血
、
骨
粗
し
ょ
う

延長＝400m（内橋梁区間＝65m）

幅員＝4．0（5．0）m

総事業費＝212百万円

事業期間＝平成2年度～平成6年度

爆
坪百小学脹

ﾍ宕
寂氷生家

ﾙ
宣

厚谷凱
q

田適446号

⑳

岩
挿

N
牛
十

凪・・日向

ﾘ谷川

@　　　　○

天
神
属

幽叡氷公6

ﾌ

町遵前田 ・上野漂線

初
年
度
指
定

鶴
野
内
・
田
野
区
の
成
果

、
大
腸
ガ
ン
受
診
者
－
四
百
三
名

で
昨
年
度
比
一
九
五
％
増
で
し
た
。

一、

燻
給
ｾ
検
査
－
九
九
名
の
受
診

者
で
、
二
九
名
（
四
入
に
一
人
）
の

要
治
療
者
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

▲家庭看護の実習

麟宣轟横舗道

メ
ー
ト
ル
開
通

　　　　　6年度保健衛生事業

健康づくり推進モデル事業
（町単独）で成果をあげる

　平成6年度の保健衛生事業の中で、各種検診は前年並みの結果

でしたが、大腸ガン検診は120％増の受診数でした。

　「乳ガン検診」「短期人間ドック」等が新たに開始され、その中

でも「健康づくり推進モデル事業」は受診率の向上とともに“健

康は自らの手で”という自主活動の意識が盛り上がったようです。

1
、
各
種
検
診
の
申
し
込
み
方
法
が

　
変
わ
り
ま
す
．
．

　
　
カ
ー
ド
方
式
で
八
重
の
検
診
申

　
し
込
み
を
一
括
し
て
行
な
い
ま
す
．
．

2
、
結
核
＋
大
腸
ガ
ン
検
診
を
同
時

　
に
行
な
い
ま
す
．

3
、
基
本
健
康
診
査
＋
乳
ガ
ン
検
診

　
を
同
時
に
行
な
い
ま
す
。

4
、
人
間
ド
ッ
グ
は
乳
ガ
ン
＋
内
視

　
鏡
（
S
字
状
）
検
査
を
追
加
し
ま

す
。

1
お
知
ら
せ
（
七
年
度
）
1

　
以
上
特
徴
的
な
も
の
を
あ
げ
て
み

ま
し
た
が
、
七
年
度
も
ひ
き
つ
づ
き

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

四
、
家
庭
看
護
の
講
習
や
乳
ガ
ン
の

　
自
己
検
診
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

　
の
予
防
講
話
…
等
一
延
ベ
レ
四
回

症
、
　
ガ
ン
曾
寺
の
マ
丁
防
食
口
羽
日
一
延

べ
十
五
回
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　　　　　　り伽鞭弓ご’り⑤1

・∞⑩まち6アルバム濃：

＼地震による災害を想定して ＼

防災訓練を実施
2月17日金

　町と町消防団は、日向市消防本部と日向警察署の協力を得

て防災訓練を実施しました、

　この訓練は先に発生した阪神大震災の教訓から、日向灘を

震源とする地震により鈴峰園、牧水園、東郷病院が同時に災

害を受けたことを想定して行なわれたもので、訓練に参加し

た消防団本部・1部・8部の団員と各施設の職員等は“人命

優先“を基本に終始機敏な行動で真剣に取り組んでいました．

　“篤

　冊蜘
窪罫惣

　
　

晦
寧

》
》
馬

飼rな船
2、
＿燕藤羅

、
講

　
藩

　
　
、
粛 響疑　

爵

妬鯵

】【π．一コ【■一x二■＝】［■＝【】〔－］【

｝
H1

皿
】一【】E】＝ーコ【コ【】［】〔】［】【＝】【一】【コ【】＝】「裏＝■．】【．■＝】＝■＝】＝】【＝】［】［

　　　　学校創立120周年を祝う

　　　　　　　一福瀬小学校一

調　福瀬小学校では今年創立120周年を迎え、その大きな節目を

曰う記念式典が同校体育館で行なわれました、会場には在校

生・職員をはじめ父母や地区代表それに歴代校長ら約200人が

出席し、それぞれが通った時代の思い出を語り合ったり、話

を聞いたりしながら120年の歴史の重みを実感していました，

　福瀬小学校は明治8年に開校し、一番多かった昭和35年に

は児童数277人を数えたそうです、これまで同校を巣立った児

童は今年度の率業生を含めて2249ノ＼となっています，

　
1

　
111【－．】【－】【－－】：．■】【．－－－．

　
－】【■1■＝■＝

第2回生涯学習・自治公民館大会
　　　　　　一町総合文化センター一

己　　いつでも　どこでも誰でも一が、学習できる環境づくり

の推進と、活力に満ちた自沽公民館つくりを目指して二のテ

ーマで開かれた大会には、今年度各地域で、生涯学習の各教室

や学級でそれぞれ活動してきた町民約500人が参加しました＝

　開会行事では生涯学習としてこの一年間活動を続けてきた

各学級・教室生の代表者16人一人ひとりに町長から修了証書

が手渡されました。またその後に行なわれた事例発表では4

ノ＼と1団体からこの1年間の学習経過や成果などが発表され

ました．

皿
二【ーユ三

　
豆U］ξ互】【－－：】［■コ【－－＝【－】「－－．－一－－－－霊互コ【ヨー】【．－一璽互冨．－」［－】□＝］□【－■【

｝　　　　　　　　　　で　　あい
　　すてきな“出鉱”を求めて…
　　　　　，ねるとんパーティー，

　3月4日土～5日日

　町内に住む独身男性と町内外に住む独身女性との素敵な縁キ

とりもとつと、3年前から町が開いているICONiE　TOGET

HER　IN牧水、が今年も牧水公園で行なわれました＝

　今年は男性26名、女性19名が参加し、一日目に開かれたパ

ーティーでは食事とおしゃべりで早くも気の合ったカ・フ．ル

が数組見られ、その後のクイズやゲームでははじめて会った

二人とは思えないような仲の良い場面もみられました．

　今年はいくつのカ・プルが誕生したのでしょうか…？

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2雪11㈲まで〉

E塑ど闘う⑦

佐
々
木
美
和
子

　　

@　

@　

@　

@
籔

　　
@　

　　
@　

ﾚ細
晦

　
　
　
　
　
　
　
ノ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
燕
　
．
，

憲
・　

ノ
ぬ

、
〆
　
．

レ
？
！！

〆
，」躍

（
旧
姓
’
二
原
）

，

さ
ん
（
6
7
歳
）

o
出
身
地

　
　
鶴
野
内
　
上
村
（
山
内
）

○
生
年
月
日

　
　
昭
和
三
年
三
月
四
日

。
現
在
の
住
所

　
　
宮
崎
市
住
吉

　
結
婚
後
昭
和
五
十
一
年
ま
で
小
野

田
又
江
野
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
そ
う

で
す
が
、
そ
の
後
仕
事
の
関
係
で
今

の
住
所
に
移
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

「
今
は
市
内
に
住
む
娘
（
長
女
）
か

ら
孫
の
守
を
頼
ま
れ
た
り
、
好
き
な

草
花
な
ど
を
作
っ
た
り
し
て
過
ご
し

て
い
ま
す
」
と
い
う
佐
々
木
さ
ん
、

現
在
は
ご
主
人
と
娘
さ
ん
（
二
女
）

の
三
人
で
毎
日
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

★
・
み
3
さ
と
6
思
い
出
ぱ
な
し
．
・
★

昔
と
変
わ
ら
な
い
心
る
さ
と
の
秋
祭
り
に
感
激

　
昨
年
十
一
月
、
念
願
か
な
っ
て
娘

二
人
、
孫
二
人
を
連
れ
て
鶴
野
内
の

秋
祭
り
に
二
十
数
年
ぶ
り
に
出
か
け

ま
し
た
。
娘
二
人
は
鶴
野
内
保
育
園

育
ち
で
す
の
で
神
社
や
周
囲
の
様
子

は
か
な
り
印
象
に
残
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
保
育
園
が
移
転
し
社
を
囲

む
杉
も
何
と
な
く
ま
ば
ら
に
な
っ
た

よ
う
な
感
じ
に
『
幼
な
い
こ
ろ
に
見

た
社
も
杉
も
、
も
っ
と
大
き
か
っ
た
』

と
思
い
を
新
た
に
し
た
よ
う
で
し
た
。

言
わ
れ
て
み
る
と
周
囲
の
状
況
は
確

か
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
臼

太
鼓
お
ど
り
は
む
か
し
そ
の
ま
ま
で

し
た
。
祭
り
の
季
節
が
く
る
と
い
つ

も
思
い
出
し
ま
す
。
朝
も
や
の
中
か

ら
響
い
て
く
る
祭
を
知
ら
せ
る
鐘
の

音
、
そ
の
音
に
胸
を
お
ど
ら
せ
た
幼

な
い
心
は
今
も
少
し
も
変
り
ま
せ
ん
．
．

春
夏
秋
冬
の
山
の
色
、
尾
鈴
の
華
々

に
続
く
西
林
、
春
ま
だ
浅
い
こ
ろ
冠

“
自
然
の
中
に
生
き
る
助
”
そ
ん
な
的
に
…

　
一
　
　
『
企
業
誘
致
　
雇
用
の
創
出
－
活
性

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
，
　
化
』
等
々
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

響
・
’
　
　
町
政
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
、

　
　
　
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
夜
努
力

　
　
　
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

　
　
す
．
．
東
郷
を
離
れ
て
久
し
い
私
な
ど

　
　
・
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は

と
う
て
い
で
き
そ
う
に
も
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
墓
参
の
た
め
年
に
何
度
か

里
帰
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
牧
水
公

園
以
外
に
足
を
伸
ば
さ
せ
て
く
れ
る

所
が
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
東
郷
に
は
ま
だ
ま
だ
『
自
然
』
が

　　　　　｝　・　8　「　一　．　　　　一　「一　「8「　　　響・　9「一　・　　7　・　7　「甲　・

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

山
の
あ
ち
こ
ち
を
ピ
ン
ク
に
色
ど
る

山
つ
つ
じ
、
そ
れ
に
続
く
山
桜
と
若

葉
、
東
郷
小
学
校
の
桜
、
そ
の
花
び

ら
を
体
↓
ぱ
い
浴
び
て
遊
ん
だ
セ
ー

ラ
ー
服
の
こ
ろ
を
今
し
み
じ
み
思
い

出
し
ま
す
。
私
達
を
優
し
く
包
み
育

ん
で
く
れ
た
『
自
然
』
『
臼
太
鼓
踊

り
』
等
々
な
つ
か
し
く
有
難
い
思
い

で
す
。

▲昔から変わらない、ふるさと鶴野内の「臼太鼓踊り」

1
毎
－
奪
1
り
も
璽
◎
．
璽
◎
聾
6
毎
6
価
◎
●
1
辱
1
，
ら
●
◎
毎
◎
．
璽

残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
「
冠
山
」

「
観
音
滝
」
「
坪
谷
川
」
な
ど
、
こ
れ

ら
の
自
然
を
生
か
し
た
、
大
人
も
子

供
も
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
よ
う
な
、

そ
し
て
快
い
汗
を
流
し
た
り
語
ら
い

の
で
き
る
、
そ
ん
な
施
設
が
で
き
な

い
も
の
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

孕　・
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電
線
に
逸
れ
鳥
か
只
一
羽
物
寂
し
げ

　
に
首
捻
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

六
十
路
代
を
事
な
く
生
き
し
喜
び
を

　
廻
れ
右
せ
し
仕
合
せ
を
追
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
f

車
窓
よ
り
見
え
か
く
れ
す
る
早
春
の

　
高
鍋
の
浜
に
自
き
船
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

日
溜
の
窪
み
に
群
れ
咲
く
お
き
ざ
り

　
草
風
の
徴
ぎ
て
花
び
ら
撫
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

人
生
に
思
案
の
末
の
神
頼
み
三
百
六

　
十
段
四
つ
ん
ば
い
の
老

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
国
作

直
下
型
地
震
起
こ
り
し
阪
神
の

　
地
獄
の
様
を
テ
レ
ビ
報
ぜ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

大
地
震
に
人
の
驕
り
を
知
ら
さ
る
る

　
地
球
に
や
さ
し
く
な
ど
と
い
ふ
ま
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

地
図
広
げ
拡
大
鏡
手
に
探
す
な
り
被

　
災
地
辿
る
孫
子
住
む
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
　
イ
セ

夫
と
共
に
曲
げ
た
る
梅
は
窓
近
く
雀

　
き
た
り
て
老
を
遊
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

焼
跡
に
遺
骨
を
さ
が
す
は
母
ら
し
き

　
赤
き
瓦
礫
を
素
手
で
掘
り
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

時
は
嘉
永
自
浜
開
田
感
状
の
三
原
翁

　
量
感
稲
穂
の
ゆ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈲まで〉
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う
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レ

　
　
　
　
　
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竿

「
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
え
ん
そ
く
」

　　　　小野田の

黒木優ちゃん．5劇

父：黒木訓さん

母：　八干代さん
O好きな遊びは何ですか？

　すべり台

O好きな食べ物は何ですか？

　ごはんとつめぼし

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　ケーキ屋さん

ザ
痴
”
？
！
ぢ

．
拶
．
㍉

》
　
ア
　
　
　
　
　
　
は

　
按
∠

萩
∵

リ
　
　
　
ノ

7
畢
．

イ
ノ
　
し
　
　
ぞ
コ瀦▼題「なわとびしているところ」

　　　　福瀬の

椎葉香ちゃん〔5歳）

O父：椎葉光男さん

母：　　裕子さん

O好きな遊びは何ですか？

　ぬり絵

O好きな食べ物は何ですか？

　いちご

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　おねえさん

●
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∴
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∴
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∴
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∴
▼
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7
∴
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∴
▼
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●
u
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Y
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▼
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T
∴
▼
・
Y
●
Y
∴
▼
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Y
．
7
●
Y
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T
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▼
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∴
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7
∴
▼
●
Y
・
ヤ
∴
▼
・
マ
●
Y
●
7
●
▼
●
7
●
▼

匹の古舌世

トラクター耕競技大会で

　1位・2位を独占

　2月10日県立農業大学校
1高鍋〉で開催されたトラクタ

ー耕競技大会に、本町の機械

銀行受託者部会から4名の
会衆が参加し、ロータリー耕

の部門に出場した田野の田
中保雄さんが見事優勝を果
たしました。また同部門に
出場した迫野内の黒木作次
郎さんも田中さんに続き第
2位となり、県内の勝れた
オペレーターが出場した中
で本町から2各の、しかも
1位・2位とい．う高成績に

町内の農業関係者らは大き
な誇りとして二人の健闘を
讃えていました。

　なお優勝した田中さんは
今年8月に栃木県で開かれ
る全国大会に出場すること

になりました。県代表とし
て精一杯頑張ってきてくだ
さい。

回
附
回
回
凶
O

子
供
と
の

“
ふ
れ
あ
い
”
を
大
切
に
…

　
桜
満
開
の
こ
の
季
節
は
、
子
供
さ

ん
が
大
き
な
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ

て
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
回
そ

う
に
せ
お
っ
て
登
校
す
る
姿
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
様

子
を
見
て
“
ガ
ン
バ
レ
”
と
大
き
な

声
を
か
け
た
く
な
り
ま
す
。

　
中
学
生
に
な
る
と
高
校
受
験
を
、

高
校
生
に
な
る
と
更
に
大
人
へ
と
近

づ
く
責
任
の
重
さ
を
、
み
ん
な
が
感

じ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
昨

年
は
「
い
じ
め
問
題
」

が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

、
い
じ
め
問
題
・
で
談

宮
崎
県
の
警
察
に
寄
相

せ
ら
れ
た
相
談
件
鑑

は
、
平
成
四
年
か
ら

横
ば
い
の
状
態
で
す
。

だ
ま
だ
「
人
で
は
解
決
出
来
な
く
て

悩
ん
で
い
る
子
供
さ
ん
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
駐
在
所
で
も
昨
年
以
上
に

努
力
し
て
、
　
一
人
で
も
悩
ん
で

子
供
さ
ん
の
相
談
相
手
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
子
供
さ
ん
の
い

で
は
…

　
…
　
自
分
力
．
よ
徴
ざ
∴
レ
一
．
．
U
二
・
．
　

　
　
O
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ

　
　
　
一
等
を
し
て
一
緒
に
遊
ぶ

　
　
o
自
転
車
の
ブ
レ
ー
キ
等
の
点

　
　
　
検
を
し
て
や
る

　
．
2
　
善
悪
の
辱
∵
一
め

　
　
O
良
い
こ
と
を
し
た
時
は
そ
の

　
　
　
場
で
ほ
め
て
や
る

　
　
O
悪
い
言
動
は
自
信
を
も
っ
て

　
　
　
注
意
し
て
や
る

　
一
3
一
　
緯
近
所
・
を
た
切
に
す
る

等
を
実
行
㌧
て
一
た
y
こ
い

受理数
　」　い　1－　1凶　叫　　も　匡益　し
@る　ま　な　　　　　　ん白い来か

許
s
程
空
乳
　
庭
　
　
よ
る
に
思
て
ま
相
談
内
容

小学生 2

中学生 59（32＞

高校生 80（32）

受　　理　　数
大学生 3　　区分

樺k内容 少年 保護者 計

非行問題 5 71 76 少
年

各種学校 3（2）

学業職場等 43 11 54 有　職 20（9）

家庭問題 18 29 47 無　　職 29（13）

交友問題 87 26 113
不　　祥 23（3）

健康問題 63 5 68

家出問題 2 413 415
計 219（86）

その他 1 1 保護者等 555（304）

合　　計 219 555 774 合　　　計 774（390）

　　　械6年1目賢明　　　　　械6年Pヨー1明　　　　 て　あ　　点冒　
＊いじめ問題の相談受理件数ではありません。
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1
文
責
東
郷
駐
在
所
久
保
正
1

み
ん
な
の
力
で

　　

@　

@　

ｫ
れ
い
な
選
挙

　
　
　
　
　
明
日
づ
く
り
の
合
言
葉

　
今
月
で
3
回
目
を
迎
え
た
選
挙
特

集
、
今
回
も
Q
＆
A
形
式
を
交
え
て

解
説
し
ま
す
．
．
さ
て
、
今
年
は
国
民

が
初
め
て
国
政
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
百
五
周
年
、
大
正
十
四

年
五
月
五
日
に
二
十
五
歳
以
上
の
男

子
に
よ
る
普
通
選
挙
法
が
確
立
さ
れ

て
か
ら
七
〇
周
年
、
ま
た
、
昭
和
二

十
年
十
二
月
十
七
日
に
、
衆
議
院
議

貝
法
が
改
正
さ
れ
、
婦
人
に
参
政
権

が
賦
与
さ
れ
て
か
ら
五
〇
周
年
に
当

た
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
特
に
若
い
世
代
の
選

挙
離
れ
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
の
選
挙
制
度
を
確
立
す
る
た
め
に

昔
の
人
達
は
大
変
な
苦
労
を
し
て
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
特
に
若
い
人

達
は
、
「
選
挙
権
」
の
大
切
さ
を
、
も

う
一
度
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
Q
1
　
選
挙
で
の
買
収
罪
が
適
用

さ
れ
る
時
期
は
い
つ
で
す
か
？
・

④
買
収
罪
と
な
る
の
は
時
期
が
い

つ
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。

　
Q
2
　
印
刷
し
た
時
候
の
あ
い
さ

つ
状
に
候
補
者
が
署
名
し
た
も
の
は

自
筆
に
よ
る
あ
い
さ
つ
状
と
認
め
ら

れ
な
い
で
す
か
？
・

④
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
Q
3
　
陣
中
見
舞
と
し
て
、
酒
一

升
を
贈
る
の
は
差
し
支
え
な
い
で
す
か
？
・

④
選
挙
運
動
に
関
し
飲
食
物
を
提

供
す
る
行
為
と
し
て
、
違
反
と
な
る
。

宮崎県議会
議員選挙は

■告示3月31日

・投票4月9日

です

⑨置墾当

交
通
事
故
の
発
生
状
況

〈
2
月
末
累
計
（
　
）
内
は
当
月
分
v

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市
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傷
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i7）
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P1161
事物
ﾌ損

　
　
全
国
一
、
五
】
六
人

死
者

　
　
県
内
　
　
二
一
人

○

嵌
り
r
舞
、
，
，
．
緊
、
諺
盆
電
r
詔
封
土
ジ
に

⑭歯科医師会だより
つ
い
て
の
お
話
し
で
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
は
固
定
式
で
す

の
で
、
噛
む
力
も
強
く
違

和
感
も
少
な
い
大
変
都
合

の
よ
い
入
れ
歯
で
す
。
し

か
し
、
正
し
い
使
い
方
や

お
手
入
れ
方
法
を
知
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
随
分
寿

命
が
違
っ
て
き
ま
す
。

　
支
え
と
な
る
歯
の
歯
髄

（
神
経
）
を
残
し
た
と
き

に
は
、
し
ば
ら
く
熱
い
も

の
や
冷
た
い
も
の
を
食
べ

る
と
き
に
し
み
て
痛
み
が

あ
り
ま
す
が
、
普
通
徐
々

に
し
み
な
く
な
っ
て
く
る
の
で
心
配

い
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
冷
た
い
水

な
ど
痛
み
を
感
じ
る
も
の
は
避
け
て

歯
髄
が
小
さ
く
な
る
の
を
待
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
次
に
歯
髄
を
と
っ
た
歯
を
支
え
に

使
う
と
き
に
は
歯
が
も
ろ
く
な
っ
て

い
る
の
で
、
氷
や
飴
玉
な
ど
硬
い
食

物
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ブ
リ
ッ
ジ

が
入
っ
た
日
か
ら
何
で
も
自
由
に
食

べ
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

始
め
は
上
手
に
噛
め
て
い
る
か
ど
う

か
全
く
感
覚
的
に
分
か
り
ま
せ
ん
。

自
由
に
噛
め
る
よ
う
に
な
る
に
は
二

週
間
く
ら
い
か
か
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
味
も
金
属
の
味
が
し
て
お
い
し
く

表
紙
へ
牧
水
O
～
7
2
、
の
解
説

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@㎜

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
二
～
三
日
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

る
と
慣
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
噛
み
合
わ
せ
が
高
い
よ
う
だ
け
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

入
れ
た
ば
か
り
だ
か
ら
と
か
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

う
ち
慣
れ
る
か
ら
と
思
っ
て
放
置
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
い
る
と
食
べ
物
を
う
ま
く
噛
み
砕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

く
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

え
に
使
っ
た
歯
の
寿
命
を
短
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

す
。
さ
ら
に
進
む
と
顎
の
関
節
の
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

す
。
噛
み
切
れ
が
悪
か
っ
た
り
、
食

事
が
う
ま
く
で
き
な
い
と
感
じ
た
ら

響
轟

　
こ
の
「
う
ら
う
ら
と
」
の
歌
は
大

正
十
一
年
（
一
九
二
二
・
一
二
十
七
歳
）

の
春
、
静
岡
県
伊
豆
湯
が
島
温
泉
で

の
作
で
す
。

　
牧
水
は
少
年
時
代
か
ら
山
桜
が
好

き
で
山
桜
の
花
を
詠
ん
だ
歌
は
か
な

り
多
く
、
牧
水
自
身
「
私
は
山
桜
の

花
を
好
む
。
す
べ
て
の
花
の
う
ち
最

も
こ
れ
を
愛
す
る
。
」
と
言
っ
て
い
る

こ
と
は
以
前
に
も
紹
介
し
た
と
思
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
初
期
の
歌
集
に

も
山
桜
を
詠
ん
だ
歌
は
各
所
で
見
ら

れ
ま
す
。
大
正
十
一
年
時
代
、
牧
水

　
　
　
　
　
か
ぬ
き

は
静
岡
県
の
仕
官
に
住
ん
で
お
り
、

伊
豆
温
泉
に
は
時
々
行
っ
て
い
ま
す
。

渡
　
邊
　
邦
　
彦

こ
の
「
う
ら
う
ら
と
」
の
歌
は
こ
の

年
の
三
月
の
末
か
ら
四
月
初
め
に
か

け
て
湯
が
島
温
泉
に
滞
在
し
て
い
る

時
の
作
で
、
『
山
ざ
く
ら
』
と
題
し
て

一
連
二
十
三
首
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
湯
が
島
附
近
は
漢
か
ら
山
に

か
け
て
山
桜
の
大
変
多
い
所
で
、
山

桜
の
花
の
咲
く
頃
に
な
る
と
毎
年
欠
か

さ
ず
に
出
か
け
て
行
っ
た
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
う
ら
う
ら
と
」

の
歌
で
す
が
、
う
ら
ら
か
な
春
の
日

ざ
し
を
受
け
、
け
ぶ
り
あ
う
よ
う
に

咲
く
山
桜
、
そ
の
鮮
や
か
な
美
し
さ

を
牧
水
は
讃
え
て
い
ま
す
。

　
山
桜
の
歌
の
中
で
も
秀
歌
と
い
わ

れ
る
「
う
す
紅
に
葉
は
い
ち
は
や
く

萌
え
い
で
て
咲
か
む
と
す
な
り
山
桜

花
」
も
そ
の
時
の
作
で
す
。
山
桜
は

『
東
郷
町
の
木
』
で
も
あ
り
、
こ
の

歌
碑
は
町
役
場
前
の
庭
に
建
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と

お
り
で
す
。
（
昭
和
六
十
年
十
月
二
十

四
日
除
幕
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14》まで〉
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1
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亀
う

ど

全

部

祭

獺
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▽
日
時
　
4
月
－
旦
ヒ
）
1
0
時
鋤
分
～

▽
場
所
　
項
徳
碑
前

戦
没
者
合
同
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
（
月
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺

納
税
組
合
長
長

▽
日
時
　
4
月
2
0
日
（
木
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

区
長
・
組
合
長
合
同
会

▽
日
時
　
4
月
2
5
日
（
火
）
9
時
3
0
分
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
（
体
育
館
）

入
園
・
入
学
式

▽
4
月
1
日
（
土
）

　
山
陰
保
育
園

▽
4
月
6
日
（
木
）
　
　
・
）

坪
谷
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
｝

▽
4
月
7
日
頃
金
）

　
鶴
野
内
保
育
園
・
寺
迫
幼
稚
園

　
中
学
校
（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

▽
4
月
1
0
日
（
月
）

　
小
学
校
（
田
ノ
原
分
校
含
む
）

▽
4
月
1
1
日
（
火
）

　
東
郷
幼
稚
園
・
坪
谷
幼
稚
園

日
向
保
健
所
が

　
　
　
　
移
転
し
ま
す

　
日
向
保
健
所
は
四
月
三
日
か
ら
、

次
の
と
こ
ろ
に
移
転
し
ま
す
。

o
所
在
地
　
日
向
市
大
字
日
知
屋

　
　
　
　
　
一
一
〇
九
五
番
地
一

〇
電
話
番
号
　
⑫
一
5
1
0
1
（
代
）

O
F
A
X
番
号
　
⑫
1
5
1
0
4

旧日向保漣所 日向保健所

ﾚ転地
@　　　平或7年4目

日向市役所 ■
日向市駅　　　　　　　　　　　　　職業安定所

□

JRB豊本線

国道Io号繰
消防本部

手
話
講
習
会
の

　
　
　
受
講
生
を
募
集

　
東
郷
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
四
月

に
町
中
央
公
民
館
で
開
講
す
る
手
話

講
習
会
の
受
講
生
．
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
十
八
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
の
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
。
1
5
歳
以
上

な
ら
だ
れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
受

講
料
三
千
円
が
必
要
で
す
。

　
希
望
者
は
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
大

野
（
電
話
六
九
－
二
一
一
六
）
へ
四
月

十
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
に
初
級

・
中
級
を
修
了
し
た
人
を
対
象
と
し

て
上
級
コ
ー
ス
も
開
講
し
ま
す
。

お
す
す
め
し
ま
す
／

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
保
険

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
社
会
奉
仕
活

動
等
を
行
な
う
五
聖
以
上
の
グ
ル
ー
プ

を
対
象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た

グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
及
び
賠

償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
及
び
内
容
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
ば
早
教
育
委
員
会

生
涯
教
育
係
ま
で
。

加入区分・掛金・補償額

傷害保険　（保険金額）

区分 対象となる団体
掛金
Pノ、年額

死　　亡

繹竢瘧Q

入　院
u日額｝

通　院
m日額1

賠償責任
ﾛ　　険
o護二三）

共　済

ｩ舞金

A
●チどものクルーフ
@　中学生以下，
恤ｶ化、社会奉仕活動
@　1高校生以上1

400円 2．0⑪0万円 4．000円 1．500円

1
種

B
●老人クラブ団体

@　略0歳以上1

60⑪円 500万円 1．800円 1，00⑪円

対入賠償

P人

@1億円

P事故

@5億円

ﾆ責L二二

ﾎ物賠償
Tし）0万円

ﾆ責1∫xo円

突然死およ

ﾑ日射病、

M射病によ

骼�亡
@120万円

C
●成人のスポーツ

@　1高校生以上’

L3⑪0円 2，000万円 4．000円 L500円

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

図
書
室
は
四
月
か
ら
第
一
・
第
三
土

曜
日
が
お
休
み
と
な
り
ま
す
、
、

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
8
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
星

行
　
政
　
相
談

▽
日
時
　
4
月
1
9
日
（
水
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

今
月
の
古
紙
回
収
日

▽
日
時
　
4
月
2
4
日
（
月
）
9
時
～
1
1
時

▽
場
所
　
役
場
職
員
駐
車
場
横

　
　
　
　
今
月
の
納
税

　
国
民
健
康
保
険
税
一
期

軽
自
動
車
税
全
期

　
※
軽
自
動
車
を
取
得
・
廃
車
し
た

　
　
と
き
は
必
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
．
、

善
急画

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
3
月
6
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
鶴
野
内
の
渦
元
春
夫
さ
ん
か
ら

（
マ
ツ
ヱ
さ
ん
・
8
7
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
中
村
ヶ
サ
ヨ
シ
さ
ん
か
ら

（
繁
見
さ
ん
・
8
1
歳
ご
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
山
床
勝
徳
さ
ん
か
ら

（
プ
ン
さ
ん
・
8
2
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
岩
田
弘
さ
ん
か
ら

（
三
三
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
）

◎
二
瀬
の
糸
平
孝
夫
さ
ん
か
ら

（
幸
子
さ
ん
・
7
0
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
田
村
シ
ン
さ
ん
か
ら

（
厚
士
さ
ん
・
9
4
歳
ご
逝
去
）

般
寄
付

　
三
瀬
の
小
林
和
代
さ
ん
か
ら
快
気

祝
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
、

一

．
＝

“

●

　
　
（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

海 中
赤
ち

野
佳
六

井
慎

淫
の

不
子 也 氏

名

保
直 泉馨

名

寺 羽 住

迫 坂 所

説
婚
お
め
で
と
う

　
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
住
所

　
　
又
江
原
裕
喜
夫
　
　
日
向
市

　（　
　
直
野
彰
子
　
　
福
瀬

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

糸 田 岩 山 渦 中 氏

平 村 田 床 元 村

幸 厚 房 ブτ繁

子 士 繁 ン ヱ 見 名

70 94 91 82 87 81 年

齢 齢 齢 齢 齢 齢 齢

福 八 福 下 小 羽 住
重 渡 野

1頼 原 瀬 川 田 坂 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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